
 

 11月５日（火），徳之島町文化会館にて芸術鑑賞会が実施されました。今

回は，ＰＰＰ（Percussion Performance Players）さんをお招きし，打楽器

によるパフォーマンスを披露していただきました。 

 ドラムやシロフォンなどのメジャーな楽器から，ネクタイ型のウォッシュ

ボードやドレミパイプといった初めて見る楽器，そしてときには身体を使っ

たパフォーマンスに，生徒たちも驚いたり笑ったりしながら大いに盛り上

がっていました。  

 また，生徒が実際に楽器に触れ，演奏を体験する機会も設けていただき，

参加した生徒はもちろん，見ている生徒たちもとても楽しそうな様子でした。 

 さまざまな場所で活躍されているＰＰＰさんの素敵な演奏を聴き，生徒・職員一同，改めて音楽の楽しさ

を感じることができました。芸術の秋にふさわしい，たいへん貴重な一日となりました。 

 ＰＰＰの皆さん，ありがとうございました！  

令和６年度 

1 1 月 号 

２ 1 ４ 号 

芸術鑑賞会 

～徳之島高校から「きゅうがめら！（こんにちは）」～ 

青い海・緑豊かな大地・赤く輝く太陽の下，イキイキと輝く徳高生の姿をPICKUPしました。 

表彰伝達式 

【第59回鹿児島県高等学校新人空手道競技大会】     【大島地区高等学校体育大会バレーボール競技】 

 優 勝：男子団体形                  優 勝：女子バレーボール部 

 第３位：男子団体組手・女子団体形 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導朝礼 
 11月11日(月)，生徒指導朝礼が実施されました。 

生徒指導部主任から琵琶湖１００ｋｍマラソンに参

加した経験をもとに， 

・不安になるときは立ち止まってしまったとき  

・少しずつでもいいから進んでいくことが大切 

というメッセージが生徒に伝えられました。 

 少しでも良い形で２学期を締めくくることができ

るよう，目の前のことに一つずつ取り組んでいきま

しょう！ 
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研究授業 
 11月19日

(火)，総合

学科２年の

論理国語の

授業にて研

究授業が行

われまし

た。  

 交通事故発生件数と交通事故の死者数に関する

グラフ資料を読み，そこから読み取れる情報や，

主張を支えるために他にどのような資料が必要か

を考えました。  

 生徒たちはグループ活動に意欲的に取り組み，

発表の時間も積極的に挙手をする姿が見られまし

た。複数の資料を読み比べることにより，目的や

述べたい主張に応じて情報を取捨選択し，その情

報を用いて自分の考えを伝える力が身に付いたよ

うです。 

 今後もさまざまな活動を通して，論理的に考え

たり，考えを表現したりする力を身に付けていき

ましょう！ 

   空手道部，女子バレーボール部の皆さん， 

   おめでとうございます！ 

12月の行事予定表 

１日（日） パック模試（代ゼミ白パック）【３年生】 

２日（月） 生徒指導朝礼 

３日（火） 統一LHR(生活実態調査) 

５日（木） 令和の日本型学校教育推進支援プログラム
に係る研究授業(公民) 

６日（金） 西洋料理出前授業 
 【生活科学系列２・３年生】 

９日（月） 学年朝礼 

10日（火） 修学旅行【２年生】(～14日) 

11日（水） SC来校 

13日（金） 
特別支援学級との共同学習 
 【生活科学系列３年生】 
知徳フィールドワーク【１年生】 

14日（土） パック模試(河合Kパック)【３年生】 
(～15日) 

15日（日） 全商ビジネスコミュニケーション検定 

17日（火） 合同LHR(交通安全教室) 

20日（金） お魚さばき教室 
 【生活科学系列２・３年生】 

24日（火） 
表彰伝達式 
終業式 
進路内定者説明会【３年生】 

25日（水） 冬季課外(～27日) 

 11月19日（火），普通科２年の論理国語の授業に

てディベートが行われました。 

今回の議題は，「ミロのヴィーナスの両腕を復元す

ることについて」。評論「ミロのヴィーナス」を読

み，肯定側と否定側に分かれて討論を行いました。 

「両腕があるからこそ美しさが際立つ。本来の姿に

戻すことが大切」 

「復元されたものが作者のつくったものと違った

ら？」 

「腕がないからこそ人間には到達できないと思わせ

る魅力がある。」 

「作者にしかたどりつけない芸術がある。」などな

ど，ミロのヴィーナスの復元についてさまざまな意

見が飛び交い，芸術について考えを深めていまし

た。 

 授業でディベー

トを行うのは今回

が ２ 回 目 で し た

が，１回目よりも

論理的に立論や反

論を行うことがで

きていました。 

ディベート 


